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。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
時
点
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
推
計
普
及
率
は
、
約
六
十
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

り
、
各
市
町
村
（
特
別
区
の
存
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
都
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
け
る
設
置
推
進
の
取
組
に
よ
り
、
前
年

同
日
時
点
の
約
五
十
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
し
て
約
十
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
が
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
困
難
な
世
帯
や
設
置
の
義
務
化
に
つ
い
て
知
ら
な
い
世
帯
、
設
置
に
必
ず
し
も

積
極
的
で
な
い
世
帯
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
総
務
省
消
防
庁
と
し
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
効
果
を
積
極
的
に

発
信
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
が
実
施
す
る
各
世
帯
に
対
す
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
呼
び
か
け
や
低
所
得
世
帯
を

対
象
に
し
た
設
置
へ
の
補
助
に
対
す
る
支
援
等
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
時
点
に
お
け
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
推
計
普
及
率
を
都
道
府
県
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、

北
海
道
約
六
十
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
森
県
約
七
十
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
岩
手
県
約
五
十
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
城

県
約
八
十
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
田
県
約
四
十
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
形
県
約
四
十
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
島
県
約

一



五
十
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
茨
城
県
約
四
十
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
栃
木
県
約
六
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
群
馬
県
約
五
十

八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
埼
玉
県
約
六
十
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
県
約
六
十
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
都
約
七
十
九
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
奈
川
県
約
六
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
潟
県
約
四
十
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
富
山
県
約
七
十
三
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
、
石
川
県
約
八
十
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
井
県
約
五
十
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
梨
県
約
四
十
二
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
、
長
野
県
約
六
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
岐
阜
県
約
四
十
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
静
岡
県
約
六
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

愛
知
県
約
七
十
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
重
県
約
六
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
滋
賀
県
約
五
十
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
京
都
府

約
七
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
府
約
六
十
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
兵
庫
県
約
六
十
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
奈
良
県
約
五

十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
和
歌
山
県
約
五
十
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
鳥
取
県
約
四
十
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
島
根
県
約
四
十
六

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
岡
山
県
約
五
十
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
広
島
県
約
五
十
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
口
県
約
五
十
一
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
徳
島
県
約
五
十
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
香
川
県
約
五
十
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
媛
県
約
四
十
五
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
高
知
県
約
五
十
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
岡
県
約
七
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
佐
賀
県
約
五
十
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

長
崎
県
約
七
十
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
熊
本
県
約
五
十
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
分
県
約
四
十
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
崎

県
約
四
十
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
鹿
児
島
県
約
五
十
八
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
沖
縄
県
約
四
十
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

二



平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
一
万
世
帯
当
た
り
の
住
宅
火
災
件
数
を
都
道
府
県
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、
北
海
道
約
三
・
二

四
件
、
青
森
県
約
四
・
五
〇
件
、
岩
手
県
約
三
・
〇
二
件
、
宮
城
県
約
三
・
六
五
件
、
秋
田
県
約
三
・
五
一
件
、
山
形
県
約

三
・
一
一
件
、
福
島
県
約
三
・
八
〇
件
、
茨
城
県
約
三
・
五
七
件
、
栃
木
県
約
三
・
三
八
件
、
群
馬
県
約
三
・
四
〇
件
、
埼

玉
県
約
三
・
〇
四
件
、
千
葉
県
約
二
・
八
八
件
、
東
京
都
約
二
・
五
二
件
、
神
奈
川
県
約
二
・
四
九
件
、
新
潟
県
約
三
・
一

七
件
、
富
山
県
約
二
・
二
二
件
、
石
川
県
約
二
・
二
七
件
、
福
井
県
約
二
・
八
〇
件
、
山
梨
県
約
二
・
九
九
件
、
長
野
県
約

三
・
一
五
件
、
岐
阜
県
約
二
・
九
七
件
、
静
岡
県
約
二
・
四
三
件
、
愛
知
県
約
二
・
六
一
件
、
三
重
県
約
二
・
八
〇
件
、
滋

賀
県
約
二
・
六
五
件
、
京
都
府
約
一
・
七
八
件
、
大
阪
府
約
三
・
二
〇
件
、
兵
庫
県
約
三
・
〇
六
件
、
奈
良
県
約
二
・
六
九

件
、
和
歌
山
県
約
二
・
六
七
件
、
鳥
取
県
約
三
・
九
二
件
、
島
根
県
約
三
・
六
二
件
、
岡
山
県
約
三
・
五
〇
件
、
広
島
県
約

二
・
五
八
件
、
山
口
県
約
二
・
七
六
件
、
徳
島
県
約
三
・
三
四
件
、
香
川
県
約
三
・
六
四
件
、
愛
媛
県
約
三
・
六
七
件
、
高

知
県
約
三
・
〇
二
件
、
福
岡
県
約
三
・
一
六
件
、
佐
賀
県
約
三
・
五
三
件
、
長
崎
県
約
三
・
三
七
件
、
熊
本
県
約
三
・
六
〇

件
、
大
分
県
約
三
・
〇
五
件
、
宮
崎
県
約
四
・
〇
二
件
、
鹿
児
島
県
約
四
・
一
三
件
、
沖
縄
県
約
二
・
四
四
件
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
に
お
け
る
十
万
人
当
た
り
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
（
放
火
自
殺
者
等
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
都

道
府
県
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、
北
海
道
約
一
・
〇
二
人
、
青
森
県
約
一
・
九
七
人
、
岩
手
県
約
〇
・
九
八
人
、
宮
城
県
約

三



〇
・
七
二
人
、
秋
田
県
約
一
・
一
一
人
、
山
形
県
約
一
・
二
〇
人
、
福
島
県
約
一
・
〇
四
人
、
茨
城
県
約
〇
・
八
一
人
、
栃

木
県
約
〇
・
九
〇
人
、
群
馬
県
約
〇
・
七
五
人
、
埼
玉
県
約
〇
・
五
七
人
、
千
葉
県
約
〇
・
九
五
人
、
東
京
都
約
〇
・
五
二

人
、
神
奈
川
県
約
〇
・
四
六
人
、
新
潟
県
約
〇
・
九
七
人
、
富
山
県
約
〇
・
三
七
人
、
石
川
県
約
〇
・
七
七
人
、
福
井
県
約

〇
・
五
〇
人
、
山
梨
県
約
一
・
五
一
人
、
長
野
県
約
〇
・
七
〇
人
、
岐
阜
県
約
〇
・
九
一
人
、
静
岡
県
約
〇
・
七
二
人
、
愛

知
県
約
〇
・
七
〇
人
、
三
重
県
約
一
・
一
九
人
、
滋
賀
県
約
〇
・
五
七
人
、
京
都
府
約
〇
・
四
六
人
、
大
阪
府
約
〇
・
六
三

人
、
兵
庫
県
約
〇
・
六
六
人
、
奈
良
県
約
〇
・
九
三
人
、
和
歌
山
県
約
〇
・
八
〇
人
、
鳥
取
県
約
〇
・
六
八
人
、
島
根
県
約

一
・
八
一
人
、
岡
山
県
約
一
・
四
九
人
、
広
島
県
約
〇
・
七
〇
人
、
山
口
県
約
一
・
五
八
人
、
徳
島
県
約
〇
・
五
一
人
、
香

川
県
約
〇
・
七
〇
人
、
愛
媛
県
約
一
・
二
六
人
、
高
知
県
約
〇
・
九
二
人
、
福
岡
県
約
〇
・
八
三
人
、
佐
賀
県
約
一
・
〇
六

人
、
長
崎
県
約
〇
・
七
七
人
、
熊
本
県
約
〇
・
六
六
人
、
大
分
県
約
一
・
五
〇
人
、
宮
崎
県
約
一
・
五
九
人
、
鹿
児
島
県
約

一
・
五
二
人
、
沖
縄
県
約
〇
・
七
二
人
で
あ
る
。

住
宅
の
建
築
構
造
や
生
活
形
態
等
の
面
に
お
い
て
都
道
府
県
ご
と
に
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
相
関
関
係
」

に
つ
い
て
精
緻
な
分
析
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
率
が
高

い
都
道
府
県
ほ
ど
、
一
万
世
帯
当
た
り
の
住
宅
火
災
の
発
生
件
数
や
十
万
人
当
た
り
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
少
な
く

四



な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
時
点
に
お
い
て
、
条
例
の
制
定
に
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務
付
け
が
既
に
実

施
さ
れ
て
い
た
市
町
村
に
お
け
る
推
計
普
及
率
は
約
七
十
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
義
務
付
け
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
市
町
村
に
お
け
る
推
計
普
及
率
は
約
五
十
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
ま
で
に
、
条
例
の

制
定
に
よ
り
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務
付
け
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
普
及
率
が
早

期
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
よ
う
、
政
府
と
し
て
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
ま
で
に
、
条
例
の
制
定
に
よ
り
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務

付
け
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
市
町
村
や
都
道
府
県
と
連
携
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
推

進
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
、
「
聴
覚
障
が
い
者
対
応
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
支
援
事
業
」

五



と
し
て
、
低
所
得
世
帯
の
聴
覚
障
害
者
に
対
し
て
、
火
災
に
よ
る
熱
や
煙
を
感
知
し
て
光
で
警
報
を
発
す
る
聴
覚
障
害
者
対

応
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
無
償
給
付
を
行
う
と
と
も
に
、
火
災
発
生
の
感
知
が
困
難
な
障
害
者
に
対
し
て
市
区
町
村
が
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
給
付
す
る
「
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
」
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
設
置
困
難
な
商
品
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
及
び
一
酸
化
炭

素
を
検
知
す
る
警
報
器
と
し
て
、
現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
は
、
設
置
に
際
し
て
、
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
接
続
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
既
存
住
宅
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
ト
の
位
置
が
物
理
的
な
制
約
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
政
府
と
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
制
約
を
解
消
す
る
た
め
、
電
池
式
で
長
期
間
動
作
可
能
な
低
消
費
電
力
の
ガ
ス
検
知
器
及
び
一
酸
化
炭

素
を
検
知
す
る
機
器
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
企
業
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
推
進
を
始
め
と
す
る
防
火
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
及
び
五
に
つ
い
て

で
述
べ
た
事
業
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底
等
、
火
災
の
発
生
件
数
及
び
死
者
数

の
減
少
の
た
め
の
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
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ま
た
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
の
み
な
ら
ず
、
個
々
人
の
自
覚
に
根
ざ
し
た
「
自
助
」
、
身
近

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
に
よ
る
「
共
助
」
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
災
害
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
実
際

の
備
え
に
結
び
付
く
よ
う
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
防
災
週
間
に
お
け
る
防
災
フ
ェ
ア
の
実
施
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
活
用
に
よ
る
防
災
知
識
の
紹
介
等
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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